
大
正
同
年
六
月
二
す
一
日
郷
三
種
郵
便
咽
認
可
【
M
W
月
一
一
同
一
日
na
汁〕

曾学滞緩和;閤帝都京

要電 一
行韓日一月 一 年 八 7即日召

新

特

年

gl] 

ヲ虎

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
財
政
策
・
.

人
口
に
閲
す
る
小
論

難
一
一
削
紅
一
一
一
誠
一
判
明
ベ
ル
ン
ハ
ル
デ
ィ
の
見
解
・

操
伐
と
生
産
費
・

資
本
論
と
一
般
均
衡
論

I

I
、
、
川
ぱ
ぅ
l
しえ
H
リ
〉
ち
え
百
戸
、
担
:
化
、

ー

l
Hノヘ
L
Y

，f
pぃ
オ
グ
〆

M
A
P
-
J
M
V
吋

預
金
司
貨
の
貨
幣
的
性
質
に
就
て

ケ
ト
レ

l
直
後
の
英
悌
統
計
事

土
佐
の
育
子
策
に
つ
い
て

矯
棒
心
理
一
祉
の
批
判

宇
和
烏
藩
の
蝋
専
責

琉
球
農
村
共
同
瞳
肌
即
時
J
J

一
均
一
『
岡
民
共
同
由
一

地
方
財
政
の
改
革
・
.

漁
業
組
合
論
・

二
ツ
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

新
清
外
国
経
済
雑
誌
主
要
論
題

禁

轄

載正

雄
保

馬

・
経
済
月
十
土
八
木
芳
之
助

符
湾
問
イ
士
大
塚
一
一
胡

終

智

子

士

柴

田

敬

a

h

札

降

車

土

中

谷

賀

・

法

翠

博

士

財

部

静

治

.
同
制
度
イ
博
士
木
庄
柴
治
郎

・
目
仰
い
ん
辺
海
土
谷
口
古
彦

何
判
湾
周
十
士
堀
江
保
政

-
W
3
m
泉

博

土

石

川

興

二

・
純
一
習
市
博
士
汐
見
三
郎

・
・
搾
荷
風
午
士
崎
川
虎
=
一

経
連
γ

博
士
小
島
昌
太
郎

-
法
墜
博
士
紳
戸

.
-
文
早
博
士
高
一
回



ケ
ト
レ

1
直
後
の
英
悌
統
計
畢

第
三
十
六
巻

凶

i¥. 

第
一
抹

一
四
八

ケ

ト

レ

l
直
後
の
英
偽
統
計
事

員オ

部

青手

治

明
討
」
h'
大
正
じ
及
び
、

本
邦
統
制
部
都
い
し
多
大
の
影
響
む
駒
山
八
仁
る

V
ド
ロ
江
E
U
U
O
H
Q

日
航
計
部
新
引
当
日

炉
、
一
八
八
二
年
の
再
版
に
あ
り
て
も
甫
英
偽
鞠
近
統
計
準
振
と
し
て
告
じ
る
所
は
、

爾
来
竿
世
相

ee醒
過
せ
る

今
日
に
於
て
も
普
通
に
そ
の
名
蒋
に
よ
り
通
用
す
る
所
な
れ
ど
、
そ
は
古
り
に
し
面
影
な
き
に
し
も
非
守
、
き
り

乍
ら
恰
も
そ
の
中
に
取
扱
は
る
る
初
期
時
代
に
於
け
る
、
英
悌
統
計
皐
界
の
概
況
及
諸
撃
者
に
就
き
で
は
.
大
正

以
降
に
於
け
る
本
邦
統
計
拳
の
主
潮
が
、
濁
逸
事
風
を
重
ん
じ
た
る
が
た
め
か
、
紹
介
せ
ら
る
る
こ
と
割
合
に
砂

く
、
特
に
世
界
大
戦
期
の
猫
逸
統
計
皐
に
親
し
め
る
者
に
、
そ
の
様
ぴ
多
量
t

に
似
た
り
、
そ
は
兎
も
角
、
と
し
自
ら

顧
み
て
過
去
三
十
年
攻
拳
の
跡
ぞ
察
す
る
に
、
此
方
面
に
於
て
先
縦
含
尋
ね
し
所
幾
何
色
存
せ
ぎ
る
を
懐
ひ
、
汗

顔
之
を
久
し
う
す
、
今
正
に
「
道
徳
統
計
」
後
群
後
百
歳
の
佳
辰
を
辿
ふ
る
に
営
り
奮
著
「
ケ
ト
レ

1
の
研
究
」
に
於

け
る
統
計
皐
の
沿
革
に
、

一
補
遺
を
加
ふ
る
の
趣
旨
に
よ
り
此
拙
稿
ぞ
草
す
。
若
し
夫
れ
題
名
中
「
ヶ
ト
レ

1
直

後
」
と
調
へ
る
に
就
き
で
は
、

一
片
の
断
り
な
き
能
は
や
、
蓋
し
ケ
ト

v
l残
せ
る
は
一
八
七
四
年
に
あ
り
、
従

ひ
て
之
を
死
後
の
意
と
解
し
な
ば
、
叙
設
の
中
心
は
寧
ろ
繭
世
紀
末
四
竿
組
に
掃
す
べ
き
も
、
意
圃
す
る
所
は
斯



人
の
大
著
「
人
間
論
」
公
苅
を
観
た
る
一
八
三
五
年
以
後
、
大
瞳
に
前
世
紀
中
葉
に
及
ぶ
べ
き
一
期
に
存
す
れ
ば
な

り
、
要
す
る
に
こ
は
一
面
統
計
皐
に
頁
献
せ
る
氏
が
一
生
の
閲
歴
に
も
、
相
営
の
顧
慮
を
梯
ひ
っ
つ
、
主
と
し
て
同

著
に
よ
り
串
界
に
及
ぼ
さ
れ
た
る
大
影
響
宏
、
重
現
せ
る
結
果
に
外
な
ら
字
、
護
者
の
諒
恕
を
仰
ぎ
得
ぱ
幸
な
ち
。

ーー

甲
論
乙
駁
紛
々
た
ず
Q

統
計
串
設
を
剖
析
し
て
‘
卒
明
に
博
義
せ
る
賠
に
非
九
の
才
を
後
揮
せ
り
と
す
べ
き

N
r与

が
、
そ
の
著
統
計
串
原
理
中
所
謂
親
近
統
計
皐
に
就
き
、
古
官
膳
統
計
、
台
大
皐
源
及
政
治
算
術
て
ふ
統
計
畢
古

佐
の
三
流
を
本
と
し
、
そ
が
如
何
に
し
て
形
成
き
れ
し
か
じ
閥
し
、
大
観
せ
る
所
は
先
づ
一
顧
す
る
の
佐
あ
り
、

惟
へ
ら
く
有
三
振
は
衣
の
脈
絡
に
於
て
合
流
す
る
に
歪
れ
り
。

つ

統

計

tι
大
量
現
象
切
計
戴
的
曾
得
の
意
な
り
と
解
す
、
そ
の
他
何
れ
か
の
事
項
例
令
ぱ
国
家
及
桁
政
の

施
設
に
つ
き
て
の
詑
明
的
記
事
文
は
統
計
皐
に
非
争
、
此
本
旨
に
基
づ
き
方
法
論
上
の
統
一
的
基
本
主
し
て
、

統
計
法
は
大
量
現
象
の
計
教
的
舎
得
と
す
べ
き
こ
と
を
生
や
。

二
、
統
計
畢
は
事
買
を
査
定
す
る
の
み
な
ら
や
、
常
例
及
常
理

hγ4亦
究
む
べ
き
も
の
と
す
、
叙
事
的
職
分
の
一

み
な
ら
争
解
析
的
職
分
も
亦
そ
の
本
領
な
り
。

三
、
園
家
行
政
の
時
需
を
以
て
決
定
的
と
す
べ
き
の
み
な
ら
争
、
閣
宇
問
及
人
口
の
希
求
を
・
も
亦
充
た
す
た
め
に

育
成
さ
る
べ
じ
、
従
ひ
て
枇
曾
生
活
を
諸
方
面
に
向
ひ
で
究
な
る
こ
と
と
し
、
あ
ら
ゆ
る
利
害
関
係
者
を
満

足
せ
し
む
る
こ
と
を
期
す
ぺ
し
。

ケ
ト
レ

1
直
後
白
英
傍
統
計
墜

第
三
十
六
巻

四
九

第

放

四
九



ケ
ト
レ

1
直
後
の
英
偽
統
計
皐

第
三
十
六
巻

ゴi
O 

第

披

一
五

O

所
謂
鞭
近
統
計
串
は
比
根
基
上
に
構
成
せ
ら
れ
た
り
、
統
計
営
路
者
と
し
て
の
官
鹿
統
計
家
及
在
統
計
家
を
迎

ふ
べ
き
、
統
一
的
研
究
範
囲
は
薮
に
起
れ
り
、
素
よ
り
佃
別
の
欝
振
は
鞭
近
統
計
畢
に
蓮
り
行
く
に
際
し
、
新
に
に

採
長
し
又
放
棄
せ
る
も
の
砂
か
ら
示
、
(

1

)

此
貼
に
付
政
治
算
術
家
は
一
万
来
動
か
さ
る
る
こ
と
最
も
砂
し
、
蓋
し

そ
は
元
来
醜
近
に
於
け
る
新
統
計
準
の
意
味
に
於
て
研
究
し
た
れ
ば
な
り
、
従
ひ
て
ぞ
は
純
異
の
先
駆
者
た
り
、

(
2
)
古
官
膳
統
計
は
夙
に
大
量
現
象
の
計
数
的
曾
得
を
扶
育
し
た
る
色
、
別
に
そ
の
解
析
的
職
分
を
そ
の
掌
中
に

l此

か
く
J
L
山
捕
そ
の
岡
山
航
行
政
的
結
成
じ

mL一
れ
ナ
ふ
日
論
見
ル
u

拡
大
す
る
む
一
製
止
の
り
も
、
叫
一
肘
言
寸
れ
ば
新
ノ

た
に
串
間
及
人
口
の
希
求
を
充
た
す
た
め
之
が
育
成
に
努
な
る
の
必
要
を
告
げ
た
り
、

(
3
)
親
近
の
新
統
計
皐
と

最
も
か
け
離
れ
た
る
は
大
事
統
計
拳
振
な
り
、
同
波
が
新
原
則
に
順
躍
し
か
〈
て
親
近
統
計
事
に
進
み
得
た
る
は

部
分
的
に
過
ぎ
争
、
そ
の
道
統
を
進
め
大
量
現
象
の
み
な
ら
歩
、

一
国
の
金
紋
態
及
会
施
設
の
記
事
を
保
育
せ
ん

と
せ
る
程
度
に
於
て
は
、
蹴
ら
る
る
の
外
な
か
り
き
、
か

t
て
鞠
近
統
計
撃
に
疎
遠
vr
」
な
れ
る
所
は
、
固
誌
、
諸

国
誌
特
に
政
治
地
理
に
盛
り
行
き
た
り
。

以
上
殆
ん

E
金
〈
原
文
の
字
句
を
追
ひ

N
5
7
の
所
設
を
紹
介
せ
る
か
、
試
み
に
之
を
政
治
算
術
に
闘
す
る
拙

稿
(
特
に
本
誌
前
巻
第
削
減
分
)
に
照
す
に
、
濁
逸
統
計
同
学
者
中
部
分
的
に
異
論
を
挿
む
者
め
る
べ
き
や
、
察
す
る
に
難
か

ら
Ar
と
雄
も
、
大
瞳
に
稽
健
な
る
見
解
と
な
す
を
得
べ
く
、
特
に
右
の
合
流
引
導
の
機
を
捉
へ
し
者
、
ケ
ト

V
1

に
存
す
る
こ
と
を
特
記
す
べ
き
や
謂
ふ
迄
も
な
し
。

備
の
統
計
拳
は
一
面
よ
り
許
せ
ん
か
、

一
部
は
ケ
ト

U
l
以
前
に
一
部
は
之
正
時
を
同
じ
〈
し
て
、
ケ
ト
レ

1

cf Zizel、， Grundriss dcr Statistik目::.A. 23 5S. 19， zo 



婚
事
主
官
主
主
役
sar一

が
極
め
て
花
々
し
〈
展
開
せ
る
方
法
を
、
最
も
熱
心
に
育
成
し
た
る
の
功
績
を
有
す
左
謂
ふ
べ
し
、
印
ち
備
の
島
a

者
は
古
〈
よ
り
敢
に
重
き
を
お
き
た
り
、
若
し
そ
の
諸
定
義
を
窺
は
ん
か
、
敷
は
凡
て
な
り
と
せ
ら
る
る
の
航
あ

る
ぞ
信
守
る
に
至
ら
ん
、
例
作
ド
ー
は
夙
に
の
=
巾
『
同
可
(
以
下
二
二
撃
者
に
就
き
で
は
後
一
岐
に
於
て
別
々
に
再
説
ナ
ベ
し
)
は
謂
へ

b
「
統

計
皐
は
本
来
可
撞
な
る
諸
一
五
素
の
適
法
計
上
京

E
E今丘一
2

5
主
5
2宮
内
よ
h
成
り
、
由
り
て
そ
の
平
均
を
決

定
す
」
と
、
突
い
で

ロ
z
E
(一
八
四
O
)
は
之
ぞ
定
義
し
て
「
世
曾
事
賓
の
同
種
系
列
を
本
左
し
、
ぞ
の
事
質
織
起

の
法
則
一
巾
こ

S
C巾
]
山
田
Z
Rヨ明一
3
を
蹄
桔
す
べ
き
準
問
」
な
り
と
し
、
「
そ
の
事
貫
は
計
数
系
列

E・

2
2
2
E

g
q
5
c
g
 の
形
に
よ
り
一
不
き
る
を
要
す
」
E
附
言
し
た
り
、
百
円
Eb--3a-ω
か
)
又
云
0
5
2
庁
』
02ロ
作
目
〈
一
八
四
七
〉

は
謂
へ
旬
、
「
統
計
準
は
計
数
系
列
と
し
て
一
市
さ
れ
わ
い
る
枇
命
日
事
官
の
轡
聞
な
り
」

2
3
3
F
同

位

℃

・

1)> 

出帥口同

r
o
p
を
し
て
傭
人
特
に
切
ロ
F
E
及
忠
良

E
Z
仏

叩

〕

o
g
g
が
、
叙
事
に
於
け
る
計
数
使
用
に
重
心
を
お
け

る
は
、
統
計
法
を
忠
る
る
も
の
に
し
て
、
古
情
表
統
計
へ
の
追
臆
な
り
正
評
せ
し
め
、
又
毛
田
一
円
宮
『
を
し
て
是
等

鼠
午
者
日
炉
、
統
計
準
に
計
敷
使
用
の
み
や
}
又
は
殆
ん
ど
そ
れ
の
み
を
許
さ
ん
と
せ
る
も
、
こ
の
観
念
は
迷
読
と
認
め

ら
れ
て
よ
り
久
し
、
統
計
串
は
必
要
に
臆
じ
文
言
、
数
字
削
表
、

一
色
又
多
色
の
圃
表
々
章
、
浮
ぽ
り
地
闘
等
を

駆
使
し
て
究
な
べ
し
と
評
せ
し
め
た
る
も
、
そ
の
評
営
れ
る
や
否
や
は
知
ら
中
、
唯
之
を
刊
本
に
徴
す
る
に
、
事

質
上
に
於
て
は
是
等
の
皐
者
色
、
敢
て
短
し
と
せ
ざ
る
説
明
文
句
を
計
敢
に
附
す
る
こ
と
を
見
が
れ
品
束
ね
た
ら
、

特
に
そ
の
遺
作
に
「
歴
史
探
」
た
る
性
質
を
、
最
も
濃
厚
に
帯
ぺ
る
冨
0
5
E

円
凶

m
T
S
S
に
あ
り
で
は
然
り
、
彼

は
常
に
ケ
ト
レ

l
、
グ

1
y
1
、
フ
ア
イ
ェ

l
(同
E
Z
E
ヨ
聞
の
悌
園
統
計
墜
文
献
良
二
七
頁
に
よ
る
に
数
皐
教
授
た
り
し
罫
吉
正

ケ
ト
レ

1
直
後
の
英
悌
統
計
準

第
三
十
六
巻

:Ii. 

第

盟主

:h: 



ケ
ト
レ

F

直
後
の
英
偽
統
計
事

まζ

第
三
十
六
巻

第
一
一
斑

五:

一
八
四
五
年
開
E
E
E
H
F
出

E
Z伊
丹

Z
Z
E
o
-
-
R
E
n
-
-
o
E
E
C
E
Z
ι
o
z
F
E
E
E
著
は
し
、
特
に
気
候
、
人
口
の
特
皮
及
集
積
、
教
育
に
土
り
、

犯
罪
比
率
に
及
ぼ
す
影
響
を
決
定
せ
ん
と
し
た
り
〉
ヂ
ュ
ア
ォ

1
等
の
間
半
説
及
研
究
全
瑚
ち
又
抗
論
せ
る
も
、
之
に
附
せ
名
一

論
旨
は
著
し
く
薄
弱
な
h'
き
、
却
ち
そ
は
計
数
系
列
が
官
鹿
n
公
判
川
物
以
外
に
用
ゐ
ら
れ
や
と
す
る
の
主
張
な
る
も
、

こ
は
讃
諜
を
仲
は
ま
る
一
否
定
に
外
な
ら
十
。
然
る
に
英
に
あ
り
で
は
、
有
名
な
る
倫
敦
統
計
皐
舎
は
、
載
を
以

て
統
計
串
助
成
方
便
の

つ
親
す
る
者
と
、

之
を
第
一
線
に
立
つ
る
者
と
の
二
見
解
聞
に
於
て
、
蝶
介
的
見
地

グ
ロ
グ
一
ア
F

引
も
阿
部
命
日
い
か
で
出
ニ

λ
今
そ
mw
抑
制
観
主
し

円
。
口
い
HUU
口
F
M
M
O
口

円
U
C
O口
口
刊
い
い
日

』

z
'
1

、I/
m
M
:
ρ
-
A
L
i
B
E
'
子

旬

以

b

ヘ
1
1
4

ノ唱、、
J

、

l

-
」
〆
宅
L
I
C
Z
d
a
H
Hド
-
v
U
4
4
，E
ι
l
k
φ
l
l

て
掲
げ
し
所
に
よ
る
に

(
7
5己
5
7
F
5
S参
照
)

一
面
統
計
串
の
目
的
に
闘
し
、
そ
は
諸
事
賓
の
原
因
結
果
を
窮
h
u

べ
き
も
の
と
は
想
は
、
ぎ
る
も
、
演
梓
推
理
に
麗
し
従
ひ
て
車
純
な
る
表
及
計
数
親
す
べ
か
ら
古
る
も
の
を
、
悉
く

斥
ぞ
け
ん
と
す
る
者
に
非
歩
、
唯
一
切
の
結
論
を
下
す
た
め
に
は
、
明
確
な
之
事
買
の
根
康
と
敷
撃
的
立
置
や
詐

す
こ

k
と
を
必
要
調
す
と
し
、
頗
る
巧
妙
な
る
態
度
に
出
で
し
左
共
に
、
事
責
は
通
例
教
の
形
を
と
る
も
是
等
の

載
は
屡
々
説
明
を
必
要
と
す
べ
き
こ
と
を
表
明
し
に
ち
。

統
計
皐
が
艦
持
及
枇
曾
事
買
を
取
扱
ふ
や
、
政
治
事
買
を
取
扱
ふ
や
は
、
曲
学
者
一
か
永
〈
一
致
を
見

F
り
し
第
二

論
馳
な
る
が
、
前
世
紀
の
第
一
三
分
期
に
あ
ち
で
は
、
之
を
政
治
統
計
と
し
凶
の
宮
強
叙
設
と
す
る
の
意
見
強
か

り
し
も
、
次
い
で
粧
静
的
世
曾
的
観
結
は
漸
尖
そ
の
地
歩
を
占
h

げ
る
に
至
れ
り
、
夙
に
第
十
八
世
紀
の
末
蘇
格
蘭

の
』
・

ω
E
n
v一『
(
4
F何
回

Z
Z
E
E
-
〉

2
2里。『由。。
F
E
E
-
N吋
〈

c
z
・
4
ヨ
13)
は
率
先
し
て
か
か
る
研
究
に
営
ち
し
が
、
そ

の
後
一
八
四

O
年

P
F
Z
は
そ
の
統
計
皐
論
中
、
特
に
従
来
政
治
算
術
と
呼
ば
れ
た
る
局
部
知
識
を
開
拓
し
、
統

2) cf Block， Traite theoTigue et pr.atique de Statistic[':lc. :'2:. ed' '86.pp. 17， 18; 
Huoshofer， Statistik， 2. A. '82 S. 17; Walcker， G'iilmdr!S5 der Statistik， '89 
S. 12 
cf. Bl()Ck， op. cit.， p. 18; Meil:zen， 
Statistik， 2. A. '03 S. 53 
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計
事
の
一
世
曾
的
方
面
'T
一
明
か
に
し
た
り
、
又
塁
。
『
凸
主
任
守
口
口
中
国
は
四
七
年
の
原
論
中
言
へ
h
ノ
、
統
計
皐
が
枇

(
さ
れ
ど
一
八
五
六
年
の
再
版
に
あ
り
で
は
、
柳
か
陵
昧
を
宿
し
、
自
然
の
範
囲
に
除
り
に
深
〈
立
入

曾
事
賓
の
皐
た
る
は
異
な
り
と
、

り
、
統
計
墜
を
以
て
「
計
数
系
列
に
よ
り
言
表
は
せ
る
自
然
的
、
枇
曾
的
叉
は
政
治
的
事
賓
の
撃
問
」
と
せ
り
、
現
に
そ
の
書
名
中
に
も
特
に

k
p
z
n
 

吉田名古]一
E
E
Z
B
g
E
Z
Z
0
2
2
E
Z
E
E
m
U
と
附
記
し
た
り
)
き
れ
ど
彼
は
自
ら
使
用
せ
る
言
葉
の
意
義
に
付
明
か
に

忠
買
な
ら
子
、
そ
の
研
究
上
世
舎
よ
り
も
寧
ろ
園
家
の
記
過
に
逸
脱
し
た
り
、
疑
ふ
べ
く
も
な
く
彼
は
言
へ

b
、

「
統
計
串
は
歴
史
の
如
く
園
民
生
活
の
外
面
的
諸
事
件
を
拾
ふ
代
り
に
、
そ
の
民
事
及
内
面
牛
一
活
を
討
究
し
、
枇
合
同

経
簡
の
神
秘
一
冗
素
を
費
見
ぜ
ん
と
努
h
u

、
殆
ん
ど
常
に
戦
争
及
侵
略
の
記
事
に
、

興
味
を
集
中
す
べ
き
歴
史
に
反

ピ
ア
ン
フ
ム

i

し
、
腕
計
ゅ
は
怖
に
，
平
和
の
恵
時
そ
究
h
u
!
と
川
「
糾
秘
の
一
応
素
レ
「
平
和
の
悪
諜
」
-
主
的
へ
る
が
如
き
は
、

望f
事f

が
文
言
を
飾
る
以
外
に
何
物
を
も
求
め
ぎ
芯
を
鐙
す
そ
の
外
同
じ
原
論
二
頁
に
示
さ
る
る
之
が
他
の
一
謹
あ
り
、

郎
ち
彼
は
「
道
徳
及
智
能
統
計
」
を
斥
ぞ
け
、
そ
は
「
そ
の
使
用
に
係
る
名
目
を
値
ひ
せ
で
き
れ
ば
な
り
」
E
せ
ち
.
而

し
て
そ
が
統
計
皐
て
ふ
名
目
含
値
ひ
せ
.5
る
は
何
の
理
由
に
よ
る
と
せ
る
ぞ
、
「
精
神
及
戚
激
に
計
算
を
施
き
ん
と

欲
し
、
か
く
て
確
定
し
比
較
適
性
あ
る
軍
位
に
於
け
る
と
同
様
、
精
神
の
働
及
人
の
智
能
現
象
を
勘
定
せ
ん
と
す

る
の
試
み
は
、
無
盆
な
る
業
な
れ
ば
な
り
」
と
せ
り
、
察
す
べ
し
彼
は
か
く
設
け
る
に
営
h
ノ
、
眼
中
何
を
宿
せ
る

lこ カヲ
陥を
ゐ、

れぞ
るは

EF 
に E
理及
子4jtp 
o (t、

(t 

m 

に
挑
戦
せ
ん
と
し
て
急
な
る
を
偉
り
、
自
己
の
下
せ
る
定
義
左
矛
盾
の
結
果

ケ

ト

レ

l
の
行
動
及
越
作
に
よ
り
、
世
舎
統
計
特
に
道
徳
統
計
の
範
固
に
及
ぽ
さ
れ
た
る
刺
戟
は
恰
も
甚
大
な

ケ
ト
レ

1
直
後
。
英
傍
統
計
事

第一一一十六巻

五ー

第

競

五.

cf. v. Mayr， Theoretische Stati:stil匂 払 A.:3.329; Bloc1..:， op. cit.， pp・93.94 
(本邦にでも普ね〈利用され L、v.Scheelの同書燭謬59貰の所説は、原文に
照し軽からざる組踊あり、同需が原告初版に主れる結果乎非乎)
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ヶ
ト
レ
1

直
後
む
英
傍
統
計
皐

hJ
、
t
〈何回門目指

E
E
が
そ
の
近
著
統
計
早
史
中
(
木
世
帯
披
参
照
)
前
世
紀
の
後
竿
を
高
園
舎
議
時
代
及
末
期
の
戴
匂

第一一一十六巻

四

ヨE

却主

一
五
凹

年
に
分
て
る
に
封
し
、

一
八
三

O
乃
至
四
九
年
を
熱
中
時
代
目
百
何
2
0『
何
三
宮
E
g
E
L」
せ
る
は
、
事
史
紀
別

と
し
て
の
之
が
適
否
は
兎
も
角
3

と
し
、
そ
の
名
蒋
に
よ
り
巧
み
に
同
時
代
の
一
特
色
を
捉
へ
特
に
ち

E
す
べ
き
所

な
る
か
、
ヶ
ト
レ

l
は
此
時
運
を
馴
致
す
る
に
も
預
り
て
カ
あ
り
き
。
而
も
亦
氏
の
影
響
が
及
ぼ
さ
れ
た
る
深
度
に

就
き
て
は
、
英
備
の
雨
凶
何
れ
も
特
別
の
考
察
を
要
す
と
す
べ
き
も
の
あ
わ
き
、
特
に
併
に
あ
り
で
は
恰
も
前
記

ろ
指
先
汁
争
記
白
佐
川
川
内
ノ
と
し

(
一

H
E
i
-
-
:
ノ

(

:;i 

;D 

lコー

4

h

d

F

A

4

・

事
℃
=
=
d
F
M
『

-
E
U
-
コJ
-
t

「
M

目、

同
一
門
)
〔
「

等
立
、

直
海
流
オ
明
氾
ト
L

ケ
ト

ν
1
にト

り
重
親
さ
れ
し
が
如
き
、
原
理
的
問
題
を
問
は
や
、
或
は
多
か
れ
少
か
れ
そ
の
問
題
よ
り
遠
ぎ
か
り
亡
、
り
、
夙
に

二
世
紀
以
前
に
の
『
さ
え
及

-V2守
起
り
、
夫
い
で
多
数
の
準
者
統
計
的
研
究
に
嘗
り
し
英
に
て
は
暁
近
統
計
事

汲
は
同
様
に
盆
々
多
数
の
姐
過
者
を
得
た
り
、
さ
れ
ど
そ
の
研
究
は
依
然
と
し
て
特
に
賓
際
目
的
の
だ
め
に
識
す

の
風
を
績
け
、
従
ひ
て
又
新
方
面
へ
の
礎
展
上
濁
及
品
川
に
於
け
る

E
同
様
な
る
影
響
は
伺
は
れ
ぎ
り
き
、
英
国
統
計

撃
の
長
所
は
特
に
政
治
生
活
に
つ
き
で
の
豪
華
な
る
計
数
的
邸
中
語
、
商
政
、
租
税
、
救
舎
一
制
等
の
に
め
に
す
る
材

料
及
事
賞
蒐
集
に
営
る
の
繭
精
に
存
し
た
り
、
従
ひ
て
周
囲
に
あ

h
て
は
濁
及
伊
に
於
て
砂
か
ら
や
ケ
ト

V
1道

徳
統
計
畢
理
の
熱
心
な
る
組
遁
者
を
出
だ
せ
る
が
如
〈
な
ら
喝
さ
り
し
も
、
皆
無
な
り
と
は
せ

F
り
き
、
(
ケ
ト
レ
l

D

研
究
一
五
四
頁
以
下
参
照
、
唯
統
計
法
の
理
論
に
闘
し
、
ケ
ト
レ
1

一
八
四
六
年
白
著
書
簡
集
が
、

越
え
て
コ

a

年
後
に
英
評
さ
れ
し
と
と
は
特
に
詮

意
ナ
る
の
要
あ
り
、
)
】
・
∞

-E]](そ
の
著
一
論
理
苧
中
)
現
に
英
の
哲
皐
者
例
A
T
ぱ
内

055=
円

2
一
回
(
本
曲
第
一
一
一
十
ニ
巻
第
一

務
所
載
敏
支
統
計
畢
番
目
録
参
照
。
)
}
・
当

-
P呂町『
B
E
E
-
=
r
o
z
Z
E
E
-
U
0
2
-
0
3
2
。
EZ33-N40-N-
同
容
・
〉
完
戸



}『
m
w
-
3
v
o
-巾
円
巾
町
一
〈
}
人
ロ

z
Z
H
1
つ
同
開
ロ
ヲ
日
)
Z
Z
Z
A
V
E
F
N
g
z
同
∞
品
喧

w
M
H
一切丹。司司、。『【
ymM
】
山
戸

E
0
2
-
L
H
Z
2
2
の百円
O

C
肉
声
プ
ロ
レ

3-v
』時国件。町一回
P
Z
5
H
H
P
-
E
E

Z

R
コ
ヲ
マ

-aa
木
書
摺
閣
官
刊
に

-
r
-
z
c
z
p
-
E】
》
を
〉
2
2
'
-
m
E
Z開
と
せ
る
こ
と
を
特
に
附
記
ナ
。
)

は
是
等
の
問
題
に
つ
き
軍
に
断
片
的

に
意
見
を
通
ぶ
る
に
過
ぎ
令
二
百
そ
の
本
八
?
と
し
て
任
じ
た
る
英
の
統
計
家
例
令
は

Z
丘町

g
f
E
ュ2
3『
『
等

+
4

、
多
〈
は
材
料
蒐
集
に
甘
ん
じ
、
之
彩
画
一
民
の
一
噛
祉
目
的
に
利
用
し
た
り
、
就
中
宮
『
門
司
『

の
著
書
「
岡
民
の
進

歩
」
中
に
は
後
に
説
〈
が
如
く
ぞ
の
初
版
以
来
道
徳
進
歩
に
閥
す
る
一
編
を
合
み
、
偽
固
に
於
け
る
費
展
経
路
を

偲
ぱ
し
h
u

る
枯
に
於
て
出
色
た
り
、

理
論
的
問
題
に
割
合
に
詳
し
く
個
別
れ
た
る
色
、
途
に
ケ
ト

v
I
の
直
流
視
す

べ
き
こ
と
な
か
ち
さ
、
濁
り

エ:

>-1 

国
Z
円
}
内
一
巾

(
一
八
一
一
一

4

六
一
一
、
そ
の
著
吉
正
問
、
4
2「
(
〕
三
一

3
ご

C
2
5
5毛
S
L
第
一
品
種
は

そ
の
交
活
雄
効
に
し
で
構
ボ
煩
る
大
潟
な
リ
し
だ
め
、
欧
米
人
的
耳
目
を
特
動
喧

L
め
、
処
…

治

山

相
H
M
K
判
に

-
m
1
1
人
別
相
川
川
ヘ
々
た
り
、
門
川
河
山
川
内
叫
に

h
u
m
川
町
誹
五
都
凱

K

一
九
八
一
年
誌
に
大
献
を
重
わ
た
る
〉
-
K
Z
加
の
に
上
る
濁
課
二

容
め
る
に
よ
り
で
も
、
一
現
在
察
ナ
る
に
足
る
、
著
者
が
主
力
を
傾
注
し
た
る
論
旨
は
、
気
抽
出
、
土
壌
、
食
物
及
拘
然
の
諸
相
を
以
て
、
智
能
的
進

歩
の
決
定
因
子
規
ナ
る
に
あ
り
、

]rL
開
2
。
ユ
一
回
が

H
f
f
E
2

経
済
字
書
中
期
人
に
就
き
説
〈
所
に
よ
る
に
、
宮
家
の
子
弟
と
し
て
恵
ま
れ
た
る
著

者
は
、
準
徒
と
し
て
の
隠
遁
生
活
を
途
り
、
一
大
暦
史
起
草
に
募
心
し
、
四
十
一
歳
に
し
て
夫
折
せ
る
に
常
り
、
来
完
の
侍
之
を
遺
し
た

P
、
問
書

緒
論
申
人
の
諸
行
動
が
、
統
計
に
よ
り
立
詮
さ
れ
得
べ
き
諸
法
則
に
則
る
と
の
原
理
が
、
バ
ッ
ク
ル
に
よ
り
最
も
明
噺
又
揚
然
た
る
態
度
の
下
に
吐

露
」
き
れ
し
は
、
百
一

-
L
b
m
F
5
4
n
r
z
中
に
説
り
る
が
加
し
、
尤
も
ミ
ル
白
身
は
人
の
道
徳
的
諸
性
質
が
、
少
し
も
改
瓦
エ
一
る
L

を
得
ず
、

批
曾
の
進
歩
を
少
し
も
助
け
ず
と
ナ
る
由
意
見
に
、
同
意
す
る
を
肯
ん
ぜ
ぎ
り
き
〉
は
ケ
ト
レ

1
の
厄
介
児

2
Pロご巾『ユ
σ
庁
と
し

-

4

、-
L
J
z
-
B
U山
県
J

、
i
l
l
-
r
作山一ふ
p

d

F

、J

、
三

F
2
1
t
h「

K
H
'

完-一

f
、
ノ
プ
)
可
1
i

て
、
英
の
土
地
に
そ
の
枇
曾
物
理
的
世
界
観
を
、

歴
史
哲
皐
の
目
的
上
利
用
せ
ん
と
せ
る
唯
一
の
人
な
り
、

而
色

壮
年
時
代
の
客
気
に
駆
ら
れ
た
る
貼
も
存
す
と
す
べ
き
も
の
な
る
が
、
専
門
統
計
的
研
究
止
す
べ
き
も
の
を
快
き
、

計
歎
の
生
噛
り
的
暴
謹
に
甘
ん
じ
、
ト
品
物
の
奥
儀
を
進
み
て
忠
賭
す
る
こ
と
な
か
り
き
、

こ
は
等
し
く
歴
史
哲
皐

ケ
ト
レ

1
直
後
の
契
悌
統
計
撃

第
二
一
十
六
巻

-li. 
h~ 

寄Z

5JX 

三r，:
ゴ1



ケ
ト
レ

l
直
後
の
英
傍
統
計
事

第
三
十
大
谷

第
」
披

一
五
六

一
五
六

を
究
め
乍
ら
、
世
盤
に
於
け
る
神
意
の
支
配
を
確
信
し
、
而
も
人
間
存
す
る
限
り
神
は
長
久
な
り
、
。
O
R
Z
込町円

冨
2
2
r
r
P
5
5
E
E円
そ
の
一
柿
の
み
世
界
史
の
解
稗
を
下
す
べ
き
も
、

そ
の
神
自
身
は
秩
序
、
正
義
及
進
歩
を

護
る
の
紳
た
る
こ
と
を
傍
件
と
す
左
せ
る
、
同
・

C
E『
巾
己
の
人
間
史
研
究
第
十
八
巻
冨
一
一
0
8喜
一
町
門
F
E
rぢ一
R
W

5
3と
大
に
そ
の
選
を
異
に
せ
る
所
な
り
。
若
し
夫
れ
贋
く
認
め
ら
れ
又
大
に
嘆
賞
さ
れ
た
る
出
向
『
宮

z
m官
再
開
『

は
、
そ
の
枇
曾
皐
的
諸
連
作
設
に
又
個
人
主
義
的
道
徳
を
鼓
吹
A

げる

に
於
て
、
引
諸
多
方
面
に

『
)
h
H

門hW
C

{

巾門}】】円切

A
ぺ
る
議
悩
的
著
書
μ
一、

VIhz'砂
耶

rdTLb
悲

F

・八三
J
L

、

白
川
山
げ

4
5此
咋
ι
明
f
J

，r
仁
叶
J
メ

r
h
H
P
P
M
-
Uり
M

低
一
日
川
越
切

F

説
川
ぺ
仁
生
物
略
的
批
物
航
に
4
4
り
わ
て
も

亦
打
立
て
ん
と
試
み
た
れ
ど
、
趨
法
精
微
の
統
計
観
察
に
闘
す
る
各
理
解
は
持
合
せ
、
ざ
り
き
、
彼
が
特
に
そ
の
浩

常
な
る
叙
事
枇
曾
準
中
に
牧
錐
せ
る
叙
設
は
、
部
分
的
に
は
肱
行
記
よ
り
漉
め
る
諸
費
例
の
備
忘
鋭
的
纂
惰
に
馳

せ
、
そ
は
他
面
に
於
け
る
綜
合
哲
率
的
演
緯
に
趨
れ
る
の
雄
ひ
と
、
雨
々
費
立
す
る
も
の
あ
ち
、
就
中
後
者
は
ダ

ー
ク
イ
ン
主
義
の
類
推
臆
用
に
よ
り
、
動
物
界
及
野
聾
な
る
原
民
族
の
畑
よ

h
・
人
間
界
の
貫
際
有
機
樫
砂
築
き

上
ヤ
る
こ
と
に
存
し
た
り
。
唯
附
代
を
少
し
く
後
陛
に
及
ぼ
し
て
考
ふ
れ
ば
、
の
と
門
O
ロ
に
就
き
ケ
ト
レ

I
の
影
響

捜
か
ら

5
る
を
窺
ひ
得
べ
き
も
、
そ
は
そ
の
道
徳
統
計
的
理
論
に
於
て
然
り
と
は
な
し
得
ぎ
る
と
共
に
、
同
人
を

重
視
す
べ
き
は
、
寧
ろ
統
計
拳
史
上
の
新
人
物
と
し
て
、
後
世
に
大
影
響
を
及
ぼ
せ
る
鈷
に
あ
り
、
ぞ
は
寧
ろ
別

稿
に
於
て
詳
論
す
る
を
可
と
す
べ
き
所
な
り
。

道
徳
統
計
論
に
闘
す
る
ク
ト

v
l
の
道
統
を
樟
ぬ
る
と
共
に
、
之
に
関
聯
し
て
追
懐
さ
る
べ
き
は
偽
の
法
曹
家

〉
・
冨
-
C
5号
、
な
り
、
同
撃
者
は
奇
怪
ド
も
該
博
を
以
て
推
さ
る
る
、
〈
・

冨
ov-
の
文
献
史
中
に
皐
げ
ら
れ
や

5) cf. Oltingen，Die MoraJstntistik， 3'0 A. 82. 他 2g-~:;O ; lV[orpurgo， Die Statistik 
und die j:;odalwissenschaften， 77 SS. 75・76;Hanぉbofer.op. cit.， SS. 23・24



と
雌
色
、

ケ
ト
レ
!
の
人
間
論
以
前
に
於
て
、
偽
回
準
士
院
よ
り
授
賞
さ
れ
た
る
そ
の
最
初
の
述
作
僻
蘭
西
道
徳

統
計
論
開
訟
と
印
R

F

h
言
、
主
ミ
ミ
ミ
ミ
誌
、
円
己
m
F
明

ap--円
巾
・
。

E
E官
官

ご
H

C
『門司ロロ]叩

勺「一回己目出品一戸門一切片山門戸戸ぬ

忌
門
町
『
口
小
町
口
問
∞
い
凶
宮
『
}
〆
円
山
正
邑
巾
『
C
}
色
町

L
m
印印円一向日門町田
-
w

同∞己

に
よ
り
、
「
道
徳
統
計
」
て
ふ
名
目
は
初
め
て

採
用
さ
れ
た
り
、
尤
色
氏
は
を
の
以
前
に
敷
年
来
官
躍
的
良
編
衣
金
整
へ
て
、
会
け
に
さ
れ
た
る
偽
国
刑
事
統
計

を
料
と
し
、

K
M
-
E
E
と
の
共
著
に
な
れ
る
数
育
及
犯
罪
比
較
統
計
論

ω
E
r
z
ρ
5
2
2宮
『
斥

0... 
白

一喝町門戸門
《

-m

}
4
5
q
R
E
0
3
四円

E
-
H
O
B
σ
叶
白
骨
印
円
「
百
何
回
、
同
∞
凶
司
令
-
梯
思
表
せ
る
色
.
重
踊
せ
ら
る
る
こ
と
な
か
り
さ
、

突
い
で

多
年
粧
品
後
地
圃
表
に
よ
れ
る
大
著
(
木
町
大
き
上
り
す
る
も
ニ
ヅ
切
大
版
型
な
と
却
ち
盟
主
主
心

5
g
o
E内
庁
一
メ
ヨ
l

的}丘町田
i
R
Q
言、ミ、
h
h
m
g
m
口
}
和
印

U
E巴
A
Z
m
g
o
『
山
町
内
凶
巾
一
同
司
、
ヘ
ミ
円
hw
円
叩

q
h
f
(
モ
の
緒
論
中
道
徳
畑
中
に
於
け
る
計
敬
服
用
の
隔
川
政

と

お
U

と
題
せ
る
も
釦
ド
よ
り
も
氏
は
重
ね
て
賞
を
受
け
又
異
に
著
名
と
な
れ
り
、
緒
言
守
E
U
2
h
J
中
「
計
算
に

訴
へ
た
る
諸
事
責
の
逐
夫
更
改
」

]
2
5
5
F
M
M
E
M
O
B
E
R
E
E
5
ι
g
E
z
z
r
E
E
ご
ざ
不
す
べ
き
解
析
統
計
∞

EUI

巴

A
Z
白血ロ白]}、円日門】己巾

に
つ
き
、
白
か
ら
原
則
規
せ
る
所
を
一
説
け
り
、
氏
は
謂
は
ぱ
「
道
徳
解
析
」
の
創
基
者
な
り
、
之

に
つ
き
氏
の
観
す
る
所
に
よ
る
に
、
「
諸
平
均
債
低
に
引
直
し
又
系
列
と
し
て
配
列
さ
れ
た
る
、
道
徳
事
態
の
諸
事

買
に
計
教
的
解
析
を
膳
用
し
、
依
り
て
そ
の
後
展
及
そ
の
相
互
交
聯
に
閲
す
る
、
法
則
の
制
律
を
明
か
に
す
」
と

し
た
り
、

か
く
て
そ
の
研
究
上
道
徳
の
軌
範

4
5回
阻
止
ロ

g
z
e
e詑
く
は
、
そ
の
意
圃
す
る
所
に
あ
ら
示
、
寧
ろ
道

徳
に
閲
す
る
有
り
の
僅
の
事
責
閥
聯
を
究
め
、
依
り
て
そ
の
統
計
的
研
究
に
よ
り
「
哲
皐
の
経
験
的
基
礎
」

F
g
m
m

。
何
回
出
ユ

E
O
E
P
F
品

0
7
1
H
-
-
8
0
1
ュ0
(可
-
F
4
口』)

を
築
か
ん
と
し
た
り
、
同
著
中
特
に
犯
罪
を
取
扱
へ
る
色
、
之
に
開
す
る

ヶ
ト
レ

1
直
後
白
英
悌
統
計
息
子

第
三
十
六
巻

一
五
七

第

披

主正

七



ヶ
ト
レ

I
直
後
の
英
併
統
計
皐

一
五
八

3i. 
i¥.. 

第

宮尾

第
三
十
六
巻

氏
の
定
義
中
に
は
他
の
諸
題
目
例
令
ば
自
殺
、
在
生
、
慈
善
及
敬
育
を
合
み
た
り
、
(
倫
太
誌
第
十
九
谷
八
四
九
一
良
以
下
参
照
)

唯
別
に
向
「
斯
準
否
寧
ろ
此
叙
説
方
法
は
、
諸
観
念
、
諾
戚
情
、
諸
精
神
能
力
合
そ
の
外
面
的
表
現
に
よ
ら
や
、

却
っ
て
直
接
観
察
の
識
域
に
羅
致
し
得
ぺ
き
程
度
に
於
て
考
察
し
つ
b

、
道
徳
及
智
能
界
の
事
賞
金
部
に
鹿
用
せ

ら
る

L1
思
惟
の
表
現
親
虫
、
る
べ
き
も
の
も
之
を
不
聞
に
附
せ
中
し
(
℃
一
ロ
〈
-
『
)
と
せ
る
や
、
そ
の
研
究
の
殺
果
を

過
信
し
た
り
と
謂
ふ
可
し
、
要
す
る
に
統
計
的
研
究
上
氏
は
道
徳
統
計
の
専
門
家
た
り
し
に
過
ぎ
や
、
之
と
殆
ん

ど
同
時
に
は
総
統
計
い
い
A
R
究
め
及
ぼ
し
い
る
う
ト
レ

l
附
税
、
耐
和
生
新
引
い
一
誌
括
的
統
制
考
害
じ
官
乙
乙
と
な
が

り
し
も
、
率
先
し
て
右
の
新
名
目
を
提
唱
し
、
又
融
合
大
量
現
象
の
意
義
あ
る
新
項
目
を
、
統
計
撃
の
範
固
に
取

入
れ
た
る
魁
に
於
て
‘
著
大
の
進
歩
を
促
せ
h
J

花
謂
ふ
ぺ
し
μ

人
瞳
計
量
は
ケ
ト

v
ー
が
好
み
て
研
究
せ
る
題
目
の
一
な
り
、
而
し
て
法
則
の
婦
結
を
念
ぎ
し
嬬
は
、
此
範
聞

に
於
て
も
一
不
さ
れ
た
り
、
品
、
目
、
れ
ど
氏
及
そ
の
常
時
の
諸
島
'
者
に
よ
る
、
所
謂
道
徳
統
計
研
究
上
の
諸
結
論
は
、

屠
甚
し
く
怪
し
げ
に
し
て
気
軽
の
研
究

Z
F
Z
E正
一
口
〈
巾
田
正
邑
o
ロ
と
評
す
へ
き
も
の
あ
り
き
、
現
に
英
蘭
に

於
け
る
円
。
・
】
μ
-
Z巾一回
C
ロ
(
』
『
丘
一
凶

Z
E
C『
め
ユ

E
1
0
同
2
m
]
ロ
ヨ
品
目
込
者
乙
m
m

雪
三
百
三
E
M固

い

+
I
主

7
5
宮
山
内
・
伊
丹
・
出
L
∞・は

犯
罪
と
教
育
と
白
問
問
一
胞
を
費
見
せ
ん
と
試
み
た
る
も
、
そ
の
報
告
は
皮
相
の
吟
味
に
局
限
せ
、
b

れ
た
り
)
そ
の
他
の
人
々
に
よ
る
同
種
研

。=日コ目可

の
述
作
は
人
の
道
徳
に
闘
し
、
照
明
せ
る
所
あ
り
と
し
て
も
間
接
に
然
る
の
み
た
り
さ
、
氏
は

究
同
様

偽
の
諸
地
方
に
於
け
る
刑
事
被
告
人
教
を
そ
の
人
口
と
比
較
し
た
り
、
氏
は
又
兵
役
に
徴
募
さ
れ
た
る
人
に
し
て
、

議
み
且
書
き
得
る
者
の
教
と
、
謹
h
U
7

」
と
を
解
せ
る
刑
事
被
告
人
数
と
の
照
躍
を
後
見
ぜ
ん
と
し
た
り
、
氏
は
又

6) cf. "， Mayr， op. cit.，同・:)29;Ottingen. op. cit.， S. ，;:4， u. ~. 5; IIaush?fer .. 
np. cit. S.. 17; 'Vestergaurd， Contrihutions ctc. p. 1 6(); R. IVlit:hels， Sittlich-
kei t in ZIffern? '28 S. 1 



泌
す
互
す
F
f
:
、ベ特

に
財
産
に
脅
す
る
犯
罪
の
事
例
に
あ
り
で
は
、
再
犯
の
甚
Y
繁
き
を
注
目
し
た
り
、
兎
に
角
由
来
道
偉
統
計
材

料
に
究
め
及
ぼ
す
も
、
形
而
上
準
的
思
潮
に
先
だ
に
れ
、
そ
の
事
貫
解
稗
上
科
串
的
精
察
の
原
則
よ
り
逸
出
す
る

の
嫌
ひ
め
り
し
が
同
じ
研
究
範
固
は
の
己
内

3
可
以
来
専
門
統
計
皐
者
の
大
多
数
に
よ
り
、
本
来
の
科
皐
的
研
究
範

囲
内
に
包
擁
せ
ら
る
る
こ
と
と
な
れ
り
、
そ
は
人
間
枇
曾
生
活
の
諸
朕
態
及
接
動

ae深
く
探
究
し
、
か
く
て
人
間

共
同
韓
の
観
察
及
判
断
を
、
統
計
準
の
串
間
的
物
睦
と
し
て
そ
の
脂
複
に
洋
ぷ
る
に
歪
れ
り
と
の
意
味
に
て
然
り
、

唯
前
に
も
言
及
せ
る
加
〈
ケ
ト
レ
!
及
そ
の
後
繕
者
は
、
道
徳
統
計
に
よ
る
理
論
の
断
定
営
急
ぎ
、
根
操
不
充
分

又
不
確
買
な
る
材
料
仁
基
づ
き
、
幾
何
の
批
判
を
も
捕
ま
や
し
て
治
則
の
蓮
闘
に
趨
れ
る
の
嫌
多
〈
、
又
そ
の
制

律
殿
な
る
を
轄
信
す
る
の
状
あ
り
し
に
反
し
.
。

cm5、
の
流
れ
伝
祝
め
る
統
計
峰
極
主
賢
一
版
印
丸
山
町
円
一
円
一
お
い
け

ESE-Hm
は
u

か
か
る
結
果
を
以
一
て
同
種
状
態
及
原
因
の
認
識
及
解
揮
の
用
に
供
せ
ら
る
べ
き
、
諸
常
例
の
循
環

視
す
る
に
過
ぎ
ぎ
り
さ
、
而
し
て
者
向
山
門
巾
『
m
E
E
が
此
研
究
範
囲
に
閥
し
、
先
づ
合
理
的
諸
原
則
が
確
賓
に
守
ら

る
〉
に
至
り
し
は
、
最
密
の
意
味
に
で
所
謂
生
死
統
計
ぷ
あ
L

り
て
も
遅
緩
に
り
し
が
、
道
徳
統
計
に
め
り
で
は
そ

の
嫌
ひ
一
層
大
な
り
、
そ
の
定
義
不
良
の
識
り
は
墜
事
統
計
同
様
鬼
一
か
れ
庁
、
り
し
所
な
れ
ど
、
兎
に
角
そ
の
研
究

範
囲
内
に
自
殺
、
犯
罪
、
責
在
、
在
生
、
離
婚
等
の
諸
題
目
を
合
り
は
、

一
般
に
承
認
さ
れ
た
り
と
汎
言
し
つ
、
二

そ
は
衣
の
時
代
に
引
績
き
て
馨
し
き
遺
作
を
生
み
、
又
幾
多
現
象
の
常
例
さ
れ
し
諸
結
果
が
陛
間
一
般
の
注
意
を

引
き
し
は
怪
し
な
に
足
ら

F
る
ら
、
ぞ
の
題
目
の
人
気
は
幾
多
の
作
家
を
之
に
喚
ぶ
に
至
り
、
夫
等
の
徒
は
他
の

諸
題
目
を
議
し
て
は
、
世
に
重
き
ゃ
な
し
得
べ
か
り
し
も
、
統
計
事
者
と
し
て
は
生
噛
り
を
見
が
れ

4

き
り
き
'
と
し
て
、

ケ
ト
レ

l
直
後
の
英
偽
統
計
宰

第
一
一
一
十
大
巻

ヨL
九

第

明E

豆ι
九



ケ
ト
レ

1
直
後
の
英
例
統
計
皐

第一一一十六巻

第

競

一六
O

ノ、

O 

評
諭
せ
る
所
敬
聴
を
値
ひ
せ
り
、
惟
へ
ら
く
そ
の
方
法
は
間
々
陵
昧
た
り
、
そ
の
材
料
は
間
々
批
判
を
掃
な
の
念

な
く
し
て
蒐
め
ら
れ
、
又
結
果
の
解
梓
は
多
く
の
場
合
に
根
譲
薄
弱
た
り
、
事
費
上
そ
の
観
想
せ
る
所
多
〈
は
、

シ
ム
ヌ
ト
ム
ス

之
に
深
湿
の
別
は
存
し
乍
ら
色
々
間
接
象
徴
視
し
得
べ
き
も
の
に
過
ぎ

5
り
き
、
例
令
ぱ
一
致
舎
に
属
す
る
人
々

の
敷
は
確
か
め
得
べ
き
も
そ
の
一
象
徴
に
よ
り
で
は
夫
等
の
人
々
の
内
面
的
宗
教
生
活
か
九
立
読
し
得
ぎ
る
に
よ

h
一
斑
を
察
す
べ
き
が
加
し
、

而
4
b
亦
之
が
研
究
上
興
味
あ
る
多
〈
の
貼
に
付
、

安
全
な
る
結
論
に
蓮
せ
ん
こ
と

円、
r
J
U
b

・ト
F
e
、司、
J
H
〕

〕

」

〕

d

J

3

1
マ

M

畑、)
r
h
凶
)
品
、
詳

E
:
、

1
1
H
人
科
目
ド
ト

4
4
1
2
1
υ
c
i
-
-
uり

4
U
供
。
良
1
1
h
A

-J日
h
r
}
正
司
直

U
E
A
r
-片

山

9
b士
、
官
、
)
川
出
、
)
弘
司
f
r
k
q
K
2

4z-σ
工
相
ノ
吋
J
J
J
t
r
H
f
I
パ

4
4
3下
f
o
仕
U
u
t一
川
百
斗
出
汁

h
p
m
附

び
付
け
し
は
、
優
良
の
成
績
を
奉
げ
七
、
り
と
は
せ
き
る
も
、
此
範
閣
の
諸
現
象
に
は
箕
面
目
な
る
計
算
を
施
す
べ

し
、
例
令
ぱ
生
命
表
の
作
製
に
倣
へ
る
研
究
の
如
き
は
然
り
、
唯
そ
の
研
究
上
諸
事
買
に
つ
き
、
不
偏
な
る
一
解

稗
を
下
す
に
大
困
難
を
告
ぐ
、
諸
述
作
者
は
一
己
の
在
見
じ
よ
り
煩
は

5
る
る
こ
と
借
り
に
靖
繁
な
り
、
即
ち
論

献
が
全
く
別
闘
の
見
地
よ
り
解
揮
す
べ
き
諸
事
貫
た
る
に
拘
は
ら
や
、
不
知
不
識
自
己
の
意
見
を
・
支
持
す
べ
き
色

の
と
し
て
之
を
引
〈
こ
と
屡
々
な
り
と
、
先
人
に
封
す
る
評
論
と
し
て
は
素
よ
り
な
る
と
共
に
、
此
方
面
に
闘
す

る
研
皐
上
の
津
梁
と
し
て
も
亦
重
ん
十
ぺ
き
に
非
十
や
。
(
本
誌
第
十
九
巻
一
八
五
頁
以
下
参
照
)
う
ど
〈
。

cf，目 Westergaard，op. cit.， pp.， 1.66， 232; Meitzen，【>J? cit.， SS. 66， 67・7) 


